
項 ⽬ 内 容

名称 チェストツリー 、イタリアニンジンボク、セイヨウニンジンボク [ 英 ]Chaste  

tree、Monk's pepper tree、Indian spice、hemp tree、sage tree、wild pepper  

[学名]Vitex agnus-castus L.

概要 チェストツリーは南ヨーロッパ、アジア⻄部原産の落葉低⽊で、⽊全体に⾹気をも

つ。種⼦、果実はコショウの代⽤、⾹料として利⽤されてきた。

法規・制度 ■⾷薬区分

・全草︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原

材料) 」に該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・精油 (pinen、cineol、limonenなど) 、フラボノイド類、イリドイド配糖体、ジ

テルペンなどを含む (102) 。

分析法 -

有効性

ヒ

ト

で

の

循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。



評

価

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 メタ分析

・2016年1⽉までを対象に10のデータベースで検索できた無作為化⽐較試験14報に

ついて検討したメタ分析において、⽉経前症候群または⽉経前不快気分障害の⼥性

によるチェストツリーの摂取は、⽉経前症候群の症状 (8報) 、抑うつ (5報) 、不安

(2報) の軽減との関連は認められたが、いずれも試験によるばらつきが⼤きかった

(PMID:28237870) 。

RCT

・⽉経前症候群の⼥性128名 (試験群62名、平均30.77±4.37歳、イラン) を対象と

した⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、チェストツリー抽出物を40滴/

⽇、⽉経6⽇前から⽉経までの間、6⽉経周期摂取させたところ、頭痛、落ち込み、

胸部の張りなどの症状の⾃⼰評価 (VAS) の軽減が認められた (PMID:22359078)

。

・⽉経前症候群の⼥性170名 (試験群86⼈、平均37±8.4歳、ドイツ) を対象とした

⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、チェストツリーの果実エキス剤20  

mg/⽇を3⽉経周期間摂取させたところ、⽉経前症候群の10段階⾃⼰評価において6  

項⽬中5項⽬で改善が認められたが、1項⽬ (膨満感など) に影響は認められなかっ

た (PMID:11159568)

・健康な⼥性29名 (試験群15名、平均39.1±6.8歳、⽇本) を対象とした⼆重盲検

無作為化プラセボ対照試験において、ハーブティー (チェストツリー果実、トウツ

ルキンバイ、ハゴロモグサ、アンゼリカ、ラズベリー葉、ウイキョウなどを含む)  

250 mL×2回/⽇を12週間摂取させたところ、症状判定の17項⽬中2項⽬ (⽉経前の

⾷欲不振、便秘) に改善が認められたが、⾎清ホルモン濃度や⾎液検査値に影響は

認められなかった (2018145806) 。

・更年期症状のある⼥性351名（試験群76名、平均52.2±2.5歳、アメリカ）を対

象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、マルチ植物サプリメント

（ブラックコホシュ200 mg、アルファルファ400 mg、チェストツリー200 mg、

ザクロ400 mg、トウキ400 mg、Chamaelirium luteum 200 mg、リコリス200  

mg、オーツ400 mg、シベリアニンジン400 mg /⽇を含む) を1年間摂取させたと

ころ、膣症状、⽉経周期、ホルモン状態に影響は認められなかった

(PMID:18257142) 。

・更年期症状のある閉経後の⼥性100名 (試験群50名、平均51.9±4.3歳、オースト

ラリア) を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、セントジョー

ンズワート900 mg/⽇とチェストツリー1,000 mg/⽇を16週間摂取させたとこ

ろ、ホットフラッシュやその他の更年期症状、QOLに影響は認められなかった

(PMID:18791483) 。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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